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こ
の
た
び
９
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
宜
野
湾

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
支
援
を
賜
り
、
第
18
代
宜
野
湾
市
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
松
川
正
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、「
市
民
と
市
政
と
の
絆
」を
大
切
に
し
、

「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に
市
民

と
の
協
働
や
開
か
れ
た
市
政
運
営
、
都
市（
ま
ち
）

づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
未
来
づ
く
り
に
、
こ
れ
ま

で
副
市
長
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
経
験
、
実
績
を
活
か
し
、
市
長
と
し
て
市
政
を

担
い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
、
宜
野

湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
「
宜
野
湾

が
い
ち
ば
ん
」を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
普
天

10
月
１
日

　

就
任
か
ら
市
長
室
ま
で

ご
あ
い
さ
つ

第
18
代
宜
野
湾
市
長

間
飛
行
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
米
両
政
府
に
よ

る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
か
ら
22
年
が
経
過
し
て
お
り
、

未
だ
全
面
返
還
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
県
内
で
は
米

軍
機
の
炎
上
や
墜
落
な
ど
が
相
次
ぎ
、
市
内
保
育

園
や
小
学
校
に
航
空
機
の
部
品
が
落
下
す
る
と
い

う
許
さ
れ
な
い
事
故
等
も
起
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化

は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返
還

を
実
現
す
る
た
め
、
基
地
あ
る
が
故
の
危
険
性
の

除
去
を
引
き
続
き
日
米
両
政
府
に
強
く
訴
え
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
暮

ら
し
や
生
活
の
安
定
・
向
上
が
何
よ
り
も
大
切
な

事
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
、
教
育
環
境
の
充
実
、
健
康
・
福
祉

施
策
の
推
進
、
経
済
振
興
・
雇
用
創
出
、
ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
、
防
災
体
制
の
強
化
、

行
財
政
改
革
お
よ
び
快
適
な
生
活
環
境
の
推
進
の

全
般
に
お
き
ま
し
て
、
前
市
政
で
取
り
組
ん
で
き

た
政
策
、
事
業
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
活
力
と

活
気
に
満
ち
た
豊
か
で
住
み
よ
い
宜
野
湾
市
の
実

現
に
向
け
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
４
年
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
四
次
宜

野
湾
市
総
合
計
画
基
本
構
想
で
掲
げ
た
将
来
都
市

像『
人
が
つ
な
が
る　

未
来
へ
つ
な
げ
る　

ね
た

て
の
ま
ち
宜
野
湾
』の
達
成
に
向
け
、
市
議
会
を

は
じ
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
努
め
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

▲初登庁する松川市長を職員が出迎え
市政スタートに向け、エールを送りました

▲伊波総務部長から事務引き継ぎを行う ▲宜野湾市長当選証書付与式

新　市　長
就　任　の
ごあいさつ

９
月
30
日（
日
）に
行
わ
れ
た
宜
野
湾
市
長
選
挙

で
初
当
選
し
、
第
18
代
宜
野
湾
市
長
に
就
任
し
た

松
川
正
則
市
長
の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
人
が
つ
な
が
る
、
未
来
へ
つ
な
げ
る　

　
　
　
　

ね
た
て
の
ま
ち
宜
野
湾
」の
達
成
へ

プロフィール

松川正則（65歳）

市野嵩出身。1973年に宜野湾市
役所に入庁。年金係、市議会事
務局長などを歴任。前宜野湾市
副市長。趣味はスポーツ観戦、
特に横浜DeNAベイスターズ、
琉球ゴールデンキングスの試合
観戦。普天間高校時代はバスケ
部で全国大会、国体に出場。座
右の銘は「僕の前に道は無い、僕
の後に道はできる」。

ま つ が わ ま さ の り
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険
性
を
除
去
す
る
た
め
、
基
地
の

運
用
停
止
及
び
一
日
も
早
い
閉
鎖
、

返
還
並
び
に
基
地
負
担
軽
減
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
に

推
進
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
政
府
、

沖
縄
県
、
宜
野
湾
市
に
よ
る
普
天

間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会
議
の

早
期
開
催
を
強
く
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
訪
米
要
請
行
動
等
に
よ

り
、
市
民
の
目
に
見
え
る
形
で
の

負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
普
天
間
飛
行
場
が
ま
ち

の
ど
真
ん
中
に
存
す
る
た
め
の
市

民
の
時
間
的
、
経
済
的
損
失
や
米

軍
機
の
日
常
的
な
飛
行
に
よ
る
騒

音
問
題
、
電
波
障
害
に
対
す
る
基

地
被
害
の
補
償
措
置
や
、
飛
行
ル
ー

ト
の
遵
守
な
ど
を
政
府
に
強
く
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
地
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
３
月
に
地
権
者
へ
引
き

渡
さ
れ
た
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西

普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
琉
球
大

学
医
学
部
、
同
附
属
病
院
を
移
設

し
、「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
を
核
と

し
た
都
市
機
能
と
、
水
・
み
ど
り
・

文
化
の
調
和
し
た
住
環
境
が
つ
な

が
る
ま
ち
」の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー

南
側
部
分
の
早
期
返
還
を
実
現
し
、

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
と
連
携

有
権
者
の
ご
支
持
、
ご
理
解
の
も

と
、
市
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
大
き
な
喜
び
と
同
時

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
の
４
年
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
市
政
で
種
を
ま
い
た
事
業
、

芽
を
出
し
て
い
る
事
業
等
を
し
っ

か
り
と
継
承
し
、
活
力
と
活
気
に

満
ち
た
豊
か
で
住
み
よ
い
宜
野
湾

市
の
実
現
に
向
け
、
精
一
杯
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
私
が
市
長
選
挙
で

公
約
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

示
し
し
た
「
宜
野
湾
が
い
ち
ば

ん
！
」と
実
感
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

１
．「
基
地
の
な
い
平
和
な

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

市
民
の
生
活
環
境
に
大
き
な
負

担
を
強
い
て
い
る
普
天
間
飛
行
場

の
固
定
化
阻
止
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
面
返
還
合
意
か
ら
22
年
目
が
経

過
し
た
今
な
お
、
返
還
は
お
ろ
か
、

市
民
が
実
感
で
き
る
危
険
性
の
除

去
や
、
基
地
負
担
軽
減
も
図
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

私
と
致
し
ま
し
て
も
、
最
重
要

施
策
に
位
置
付
け
、
普
天
間
飛
行

場
の
固
定
化
を
許
さ
ず
、
そ
の
危

　

10
月
５
日（
金
）、
第
４
１
７
回
宜

野
湾
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
松
川
正
則
市
長
が
述
べ
た
所
信

表
明
の
全
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

※

所
信
表
明
と
は
、
市
政
を
運
営
し
て

い
く
上
で
の
基
本
的
な
考
え
方
や
信

念
な
ど
を
述
べ
た
も
の
で
す
。

議
長
の
お
許
し
を
得
て
、
議
案

の
上
程
説
明
に
先
立
ち
、
市
長
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
所
信
を
申
し
述

べ
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
前
任
市
長
の
辞
職
に
伴
う

９
月
30
日
の
市
長
選
挙
を
経
て
、
第

18
代
宜
野
湾
市
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
松
川
正
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
選
挙
で
は
、
佐
喜
眞
前
宜

野
湾
市
長
の
市
政
を
継
承
し
、
普

天
間
飛
行
場
の
固
定
化
阻
止
を
は

じ
め
、ま
ち
づ
く
り
、子
育
て
支
援
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
、

教
育
環
境
の
充
実
、
健
康
・
福
祉

施
策
の
推
進
、
経
済
振
興
・
雇
用

創
出
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
推
進
、
防
災
体
制
の
強
化
、

行
財
政
改
革
及
び
快
適
な
生
活
環

境
の
推
進
の
全
般
に
お
き
ま
し
て

「
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
！
」だ
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
ま
し
て
、
市
民

「
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
！
」
だ
と

　
　

実
感
で
き
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
へ

松 川 正 則
市 長 　 　
所 信 表 明
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し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
計

画
を
早
期
に
策
定
し
、
同
跡
地
へ

鉄
軌
道
の
導
入
を
推
進
す
る
な
ど
、

沖
縄
振
興
を
リ
ー
ド
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
基
地
返
還
後
も
地
権
者
等
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
合

意
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．「
夢
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

毎
日
が
明
る
く
、
未
来
に
夢
と

希
望
の
持
て
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

上
原
交
差
点
か
ら
佐
真
下
ま
で

の
市
道
宜
野
湾
11
号
及
び
中
原
進

入
路
の
早
期
全
面
供
用
開
始
を
実

現
し
、
国
道
３
３
０
号
の
渋
滞
の

解
消
を
図
り
ま
す
。

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に「
市

民
駐
車
場
」を
建
設
し
、
普
天
間
神

宮
周
辺
や
県
道
81
号
線
沿
い
の
ヒ

ル
ズ
通
り
商
店
街
を
活
性
化
い
た

し
ま
す
。

現
在
着
手
し
て
い
る
普
天
間
万

年
通
り
の
道
路
拡
幅
を
早
期
に
完

成
し
ま
す
。

普
天
満
宮
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
普
天
間
地
区

に
お
い
て
国
道
３
３
０
号
中
央
通

り
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

に
、
高
校
生
、
大
学
生
に
つ
い
て

も
外
務
省
の
海
外
留
学
制
度
を
積

極
的
に
斡
旋
し
、
対
象
者
の
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
全
面
改
築
中
で
あ
り
ま
す
志

真
志
小
学
校
の
早
期
完
成
を
目
指

す
と
と
も
に
、
大
謝
名
小
学
校
体

育
館
な
ど
の
建
替
え
や
、
普
天
間

小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
、
そ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
対
策

と
し
て
、Ｓ
Ｓ
Ｗ（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）等
の
相
談
支
援

員
を
各
小
中
学
校
へ
継
続
的
に
配

置
し
、
教
育
環
境
の
充
実
強
化
を

図
る
ほ
か
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
施
設
と
し
て
、
教
育
庁
舎
及
び

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
立
幼
稚
園
全
園
で
４
歳
児
か

ら
の
２
年
保
育
を
継
続
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
情
報
化
の
推
進

を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整

備
し
、
学
習
環
境
を
充
実
強
化
し

ま
す
。

６
．「
医
療
、
福
祉
の
充
実
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た

り
健
康
で
、
安
心
し
て
住
み
続
け

設
を
整
備
し
ま
す
。

軽
度
、
中
等
度
難
聴
児
へ
の
補

聴
器
購
入
費
等
助
成
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
．「
女
性
も
高
齢
者
も
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

女
性
の
社
会
進
出
が
実
現
で
き

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
そ
の
拠

点
施
設
で
あ
る
男
女
共
同
参
画
支

援
セ
ン
タ
ー「
ふ
く
ふ
く
」を
活
用

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
、Ｄ
Ｖ
防
止
啓

蒙
普
及
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
事
業
を
拡
充
す

る
ほ
か
、
介
護
予
防
教
室
へ
の
無

料
送
迎
バ
ス
事
業
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

支
援
を
強
化
し
ま
す
。

５
．「
教
育
環
境
が
整
い
、

　
　
　

人
材
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど

も
の
成
長
環
境
の
整
備
に
向
け
た

施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
居
住
の
中
学
生
を
対
象
と

し
た
全
額
補
助
の
短
期
海
外
留
学

派
遣
事
業
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

の
子
ど
も
の
優
先
入
園
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
等

に
よ
る
保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

方
策
の
検
討
な
ど
、
保
育
士
の
待

遇
改
善
や
潜
在
保
育
士
の
復
職
支

援
等
を
推
進
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
皿

づ
く
り
及
び
利
用
者
の
負
担
軽
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る
自
立

支
援
の
実
施
、Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
の
支

援
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、

母
子
生
活
支
援
施
設
の
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

子
ど
も
の
保
育
料
、
給
食
費
、

医
療
費
の
無
償
化
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
の
健
全
な

育
ち
を
地
域
で
見
守
る
地
域
づ
く

り
と
し
て
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
の
協
力
を
頂
き
、
学
習

支
援
や
食
事
の
提
供
等
を
行
う
居

場
所
の
運
営
を
継
続
的
に
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
児
童
が
遊
び
や
多
様
な

体
験
を
と
お
し
た
健
康
の
増
進
な

ど
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る

た
め
、
全
小
学
校
区
に
児
童
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

大
謝
名
児
童
セ
ン
タ
ー
の
建
替

え
と
、
近
隣
地
へ
の
福
祉
関
連
施

ま
す
。

旧
真
栄
原
新
町
地
域
に
つ
き
ま

し
て
は
、
道
路
整
備
を
は
じ
め
、

（
仮
）総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
早
急
に
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す
。

西
海
岸
地
域
の
開
発
に
つ
き
ま

し
て
は
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
推
進
す
る

と
と
も
に
、
仮
設
避
難
港
の
早
期

開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
城
区
、
中
原
区
等
、
各
地
区

公
民
館
の
建
設
又
は
改
修
に
取
り

組
む
ほ
か
、
各
地
域
の
公
園
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

市
内
各
地
の
市
道
を
整
備
し
、

地
域
の
活
性
化
及
び
交
通
渋
滞
の

緩
和
に
努
め
ま
す
。

市
民
広
場（
野
球
場
、
駐
車
場
等
）

の
整
備
を
実
施
し
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．「
少
子
高
齢
化
に
立
ち
向
か
う

　
　
　
　
　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
認

可
保
育
園
、
小
規
模
保
育
事
業
所

へ
の
支
援
策
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

保
育
士
の
人
材
確
保
策
と
し
て
、

年
休
代
替
保
育
士
の
加
配
費
用
の

補
助
や
未
就
学
児
を
も
つ
保
育
士

所信表明
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ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
美
ら
が

ん
じ
ゅ
う
体
操
の
普
及
、
特
定
健

診
受
診
率
の
向
上
、
は
ご
ろ
も

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
等
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、「
健
康
都

市
ぎ
の
わ
ん
」に
ふ
さ
わ
し
い
市
民

の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
へ
琉

球
大
学
医
学
部
、
同
附
属
病
院
を

移
設
し
、「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
」

形
成
に
強
力
に
取
り
組
み
、
琉
球

大
学
附
属
病
院
と
の
連
携
に
よ
り
、

市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
整

備
の
た
め
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
任

意
予
防
接
種
の
無
料
化
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

７
．「
働
く
場
を
創
設
し
、

　
　
　

市
民
の
く
ら
し
が
豊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

宜
野
湾
市
の
地
域
資
源
を
活
か

し
た
産
業
の
振
興
を
支
援
し
、
個

性
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
創
出
す

る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

企
業
誘
致
等
に
よ
り
、
若
者
に

働
く
場
を
創
設
し
、
市
内
就
業
人

口
を
倍
増
さ
せ
ま
す
。

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
等

を
創
設
し
、
空
き
店
舗
対
策
事
業

10
．「
行
財
政
改
革
を
推
進
し
市
民

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

　
　
　
　
　

努
め
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
健

全
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の

拡
充
や
業
務
委
託
等
、
積
極
的
に

民
間
活
用
を
推
進
し
、
職
員
の
適

正
な
定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

昼
食
時
間
帯
に
お
け
る
市
役
所

窓
口
全
業
務
の
開
設
や
、
24
時
間

対
応
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

11
．「
環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し

　
　
　
　
　

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

市
民
が
健
康
で
、
快
適
に
暮
ら

せ
る
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
、
市
内
の
全
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
ご
み

の
門
前
収
集
の
完
全
実
施
や
捨
て

犬
、
捨
て
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

火
葬
場
の
建
設
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
今
後
４
年
間
の
市
政
運

営
に
あ
た
り
、
私
の
基
本
的
な
考

え
方
と
、
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い

て
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
し

た
。

　

冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

私
は
前
市
政
の
継
承
を
訴
え
、
宜

野
湾
市
長
へ
当
選
を
い
た
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
第
四
次
宜
野
湾

市
総
合
計
画
基
本
構
想
で
掲
げ
た

将
来
都
市
像
『
人
が
つ
な
が
る　

未
来
へ
つ
な
げ
る　

ね
た
て
の
ま

ち
宜
野
湾
』
の
達
成
に
向
け
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
、

宜
野
湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
「
宜

野
湾
が
い
ち
ば
ん
！
」
だ
と
実
感

い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
職
員
と
と

も
に
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
や
職
員
の

み
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
市
議
会

議
員
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後

と
も
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
市
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
所

信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
10
月
４
日

　
　

宜
野
湾
市
長　

松
川　

正
則

す
。ト

ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
賑
わ
い
創

出
事
業
を
推
進
し
、
西
海
岸
地
域

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
等
、
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

９
．「
災
害
に
強
い
安
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

　

常
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
と

と
も
に
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
守
る
た
め
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
か
ら
国
道

58
号
へ
の
市
道
喜
友
名
23
号
を
避

難
道
路
と
し
て
の
歩
道
付
き
で
建

設
し
ま
す
。

　

宜
野
湾
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
備
蓄
食
料
等
の
整
備
拡
大

や
、
西
海
岸
地
域
に
お
け
る
津
波

避
難
ビ
ル
指
定
件
数
の
増
加
に
努

め
、
市
民
自
主
防
災
組
織
の
育
成

も
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
米
軍
基
地
内
通
行
を
含

む
防
災
訓
練
の
継
続
実
施
や
、
防

災
マ
ッ
プ
の
充
実
・
全
戸
配
布
に

取
り
組
む
ほ
か
、
視
覚
、
聴
覚
の

不
自
由
な
方
が
災
害
に
対
処
で
き

る
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
充
実
を
図
り
、
商
店
街
を
活
性

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

民
間
経
済
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
べ
く（
仮
）産
業
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
取
り
組
む
ほ
か
、

高
度
情
報
通
信
機
能
を
備
え
た
、

情
報
通
信
産
業
施
設
の
建
設
を
推

進
し
ま
す
。

大
山
田
い
も
栽
培
地
域
の
保
全
、

振
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
ス

イ
ー
ツ
の
ま
ち
ぎ
の
わ
ん
」を
宣
言

し
、
菓
子
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で

田
い
も
を
素
材
と
し
た
ス
イ
ー
ツ

開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
元
企
業
優
先
発
注
に
よ
る
各

種
公
共
工
事
を
着
実
に
実
施
し
ま

す
。子

育
て
や
介
護
中
の
方
で
も
仕

事
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
在
宅

就
業
の
推
進
な
ど
、
多
様
な
就
労

機
会
の
確
保
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

８
．「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
世
界
に

　
　
　
　

発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

宜
野
湾
海
浜
公
園
内
の
屋
内
運

動
場
を
早
期
に
建
替
え
、
幼
稚
園
、

保
育
園
等
の
運
動
会
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
地
と

し
て
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
り
ま

所信表明
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公
民
館
に
お
い
で
よ
！

■
ダ
ン
ス
教
室
を
開
講

平
成
27
年
に
長
田
地
区
で
介
護
事
業

所
を
創
業
し
、
事
業
所
の
目
標
の
一
つ

で
あ
る
地
域
貢
献
活
動
も
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
時

の
長
田
区
自
治
会
長
よ
り
声
を
か
け
て

頂
き
、
自
治
会
と
も
関
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

私
は
大
学
生
の
頃
か
ら
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
を
趣
味
と
し
て
や
っ
て
お
り
、

自
治
会
と
し
て
は
子
ど
も
向
け
の
活
動

も
増
や
し
て
い
き
た
い
考
え
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
向
け
の
ダ
ン
ス
教

室
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在

も
教
室
を
続
け
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。

沖縄国際大学ダンスサークルOSSFも
一緒にポーズもバッチリ！

キッズダンス教室（初心者クラス）の様子。
定員を超え大反響となっている

〜
ダ
ン
ス
を
通
し
て

こ
ど
も
達
と

地
域
を
繋
げ
た
い
〜

仲
眞
陽
太
さ
ん

仲眞 陽太さん
（キッズダンス教室講師）

ようた

て
い
ま
す
。
地
域
と
子
ど
も
達
が
繋
が

る
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ
に
も
気
付
き

ま
す
し
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
も
育
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
事
業
所
と
し
て
も
、

自
治
会
活
動
を
通
し
て
地
域
と
の
繋
が

り
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
ダ
ン
ス
教
室
を
通
し
て
、
地

域
と
子
ど
も
達
が
繋
が
る
場
づ
く
り
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

あ
な
た
も
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。

長田区自治会 （米須 清廣 会長）
☎892-3321

「ダンスって楽しい !!」～キッズダンス教室のみなさん～
（後列左から）米須自治会長、仲本書記、仲眞陽太さん、沖縄国際大学ダンスサークルOSSF、（前列）こども会

自治会（公民館）の紹介
公民館は平成28年度に完成した新しい建物

で、1階は自治会事務所と体育館・会議室・
調理室、2階は児童館となっています。
公民館では、こども会・青年会・婦人会・

老人クラブ、サークル団体が活発に活動し、
自治会員には無料で施設を貸し出しておりま
す。施設をお探しの方、お気軽にご連絡くだ
さい。

子ども達が楽しく成長できる場づくりを
子ども達が、楽しみながらチャレンジし、成

長できる場づくりにも力を入れており、キッズ
ダンス教室、子どもエイサー、バスケット、琉舞、
三味線、囲碁の6つの子ども向けサークルを
実施しています。子どもを育てるには最高の
地域です。子どもと一緒に遊びに来ませんか？

  各自治会の年間行事を市ホームページに掲載して
います。  　  次回は、宜野湾区自治会です。

■
子
ど
も
達
の
社
会
性
、
自
己
表
現
ス

キ
ル
を
育
ん
で
い
き
た
い

ダ
ン
ス
教
室
で
は
、
礼
儀
作
法
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
技
の
習
得
に
向
け

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
、
仲
間
と
の

チ
ー
ム
プ
レ
イ
、
自
己
表
現
の
ス
キ
ル

を
磨
く
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
な
か
な

か
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
今
後
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ダ
ン
ス
は
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
、
人
前
で
発
表
す
る
度
胸
を
つ
け

る
こ
と
に
長
け
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
達
に
は
楽
し
み
な
が
ら
、

そ
の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
達
と
地
域
を
繋
げ
た
い

教
室
は
当
初
一
人
で
教
え
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
か
ら
沖
縄
国
際
大
学
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
の
学
生
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
教
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
達
に
は
今
後
も
地

域
と
繋
が
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ

▲自治会の取組を紹介する
パンフレットが完成しました！

▶
体
育
館（
集
会
室
）

こどもの笑顔を広げる自治会へ

長田区
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10月6日、市内在住の小・中学生が文化財を描いた
「第27回ぎのわんの文化財図画作品展」の表彰式が市
立博物館で行われました。この図画作品展は、次世代
を担う児童・生徒の皆さんに、市内の文化財を題材に
描いてもらうことで、豊かな表現力を養うとともに、
文化財保護の精神を培い、地域への愛着心を育むこと
を目的に毎年開催されています。
各部門の教育長賞から銅賞を受賞した大勢の児童生

徒が参加し、知念教育長より表彰状を受け取りました。
応募いただいた193点の作品は、市立博物館企画展示
室で展示されました。

表 彰 式表 彰 式
第27回ぎのわんの文化財図画作品展

文化財に対する理解と愛着心を育む文化財に対する理解と愛着心を育む

宜
野
湾
市
民
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

私
は
第
17
代
目
と
し
て
１
年
間
、
中

国
の
厦
門
へ
留
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
、
知
念
佳
奈
と
申
し
ま
す
。

私
は
現
在
、
琉
球
大
学
の
２
年

次
で
す
。
学
校
を
１
年
間
休
学
し
中

国
語
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
で
９
月

か
ら
厦
門
理
工
学
院
で
語
学
を
学
ん

で
い
ま
す
。

留
学
の
動
機
と
し
て
は
、
中
国
人

観
光
客
が
多
く
訪
れ
、
日
常
生
活
に

中
国
語
が
し
ば
し
ば
耳
に
入
る
沖
縄

で
生
活
し
て
い
る
中
、
相
手
の
言
葉

を
理
解
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
意
思
疎

通
が
し
や
す
い
だ
ろ
う
、
偏
見
を
持

た
ず
に
相
手
と
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

ま
た
、
留
学
を
通
し
て
親
元
を
離
れ

る
こ
と
で
、
自
立
心
を
養
い
、
こ
こ
で

し
か
作
れ
な
い
人
脈
を
広
げ
る
と
い
う

の
も
達
成
し
た
い
目
標
で
す
。

今
は
ま
だ
厦
門
に
来
た
ば
か
り
で
不

安
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
家
族
や
友

人
、
先
代
の
留
学
経
験
者
の
方
々
に
す

ご
く
助
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
市
報
ぎ
の
わ
ん
を
通
し
て

私
の
留
学
生
活
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
私

の
文
章
を
通
し
て
、
厦
門
で
の
生
活
を

想
像
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

留学記
ニイハオ！

中国厦門市

その１
第 17 期　海外留学生

知念　佳奈

教
育
長
賞
受
賞
作
品

教
育
長
賞
受
賞
作
品

中
学
生
の
部

「
森
の
川
」

土
屋　

結
さ
ん（
普
天
間
中
学
校
）

小
学
校
高
学
年（
５
・
６
年
）の
部

「
普
天
満
宮
洞
穴
」

折
田　

悠
世
さ
ん

（
は
ご
ろ
も
小
学
校
）

小
学
校
中
学
年（
３
・
４
年
）の
部

「
普
天
満
宮
」

宮
城　

百
音
さ
ん（
志
真
志
小
学
校
）

▲観光地で有名な中山路の様子

▲学内にある日本庭園

▲厦門理工学院近くのお寺

▲日本語学科のみんなと一緒に
ご飯（右から2人目が知念さん）

み
や
ぎ

も

ね

お
り
た

ゆ
う
せ
い

つ
ち
や

ゆ
い
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167 号

ひろばひろば
ゆんたくゆんたく

い
き
ー男うない女

お互
いに　未来を掴もう

　
共
同
参
画

『女性に対する暴力を
なくす運動』

毎年11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」と
なっています。日本では、11月12日～25日を「女性に
対する暴力をなくす運動」の期間とし、全国の様々なタ
ワーや商業施設などが、パープルリボンにちなみ、紫色
にライトアップされます。
人は性別や立場に関係なく、誰もが安心して生きる権

利を持っています。しかし、女性は男性に比べＤＶ、性
犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー
行為等の被害に遇いやすい傾向があります。
暴力は許されるものではなく、また、暴力はふるわれる
側の責任でもありません。安心できる地域づくりのため
には、地域の人 が々非暴力の輪を広げることが大切です。

あなたが『怖い』と思ったら、それは暴力です

ひとりで悩まず相談を　秘密厳守・相談無料
女性相談窓口
■宜野湾市福祉事務所児童家庭課
☎893-4411（内線180）　月～金10：15～17：00

■人材育成交流センターめぶき
☎896-1215　月～金10：00～17：00

■中部配偶者暴力相談支援センター　
☎989-6603　月～金8：30～17：15

こんな経験ありませんか？
□機嫌を損ねないように気をくばっている
□相手がいないと、なぜかほっとする
□何を言っても否定され、自分の意見を言えない
□「お前が悪い」「謝れ」と攻められる
□お金の使い道を細かくチェックされる
□誰のおかげで生活できるんだ、と言われる
□暴力のあと、相手が急に優しくなり謝る
□話しても分かってくれる人はいないと感じる
□自分が悪いからしかたない、
自分さえ我慢すればいい、と思うことがある

チェックリストにいくつか当てはまる場合は、力の差が
あり、相手から支配されている可能性があります。知ら
ないうちに、安心感や自信等の生きる力を奪われていま
せんか？

女性に対する
暴力根絶のシンボル

パープルリボン

～ＤＶ防止啓発パネル展～
期　間

11月28日（水）～12月９日（日）

11月12日（月）～22日（木）

場　所
市役所玄関前ロビー
人材育成交流センターめぶき
市民図書館
（ブックフェアも同時開催）

問合せ： 市民協働推進課　平和・男女共同係　☎893-4411　内線421

学び、ふれあい、感じる実践の場

一
人
ひ
と
り
、
顔
や
声
、
性
格
が
違
う
よ
う
に
大
切
な
性（
性

別
や
性
的
指
向
）に
も
様
々
な
個
性
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は

少
な
く
と
も
13
人
に
１
人
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は「
性
」の
あ
り
方
が

多
数
派
と
は
異
な
る
人
の
事
で
す
。
自
分
が
ど
の
性
で
あ
り

た
い
か
、
異
性
、
同
性
ど
ち
ら
に
恋
愛
感
情
を
持
つ
か
、
全

く
持
た
な
い
か
等
、
様
々
な
自
分
の
性
を
選
ぶ
権
利
を
皆
も
っ

て
い
ま
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も

お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
知
り
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
入
門
講
座
と
し
て
多
様
な
性
に
つ
い
て
当
事
者
で
あ

る
講
師
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
講
座
後
は
講
師
と
直
接
話
せ

る
時
間
も
設
け
ま
す
。

講　

師　

竹
内
清
文
さ
ん

（
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ
ａ
代
表
）

日　

時　

12
月
18
日（
火
）

講　

座
：
18
時
〜
20
時

相
談
会
：
20
時
10
分
〜
21
時

場　

所　

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く
講
堂

対　

象　

関
心
の
あ
る
方（
市
外
も
可
）

定　

員　

80
人　
　
　

受
講
料　

無
料　
　

託
児
あ
り　

希
望
者
は
12
月
７
日（
金
）ま
で
に
要
予
約

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先（
平
日
10
時
〜
17
時
）

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22
号

電　

話　
　

８
９
６-

１
６
１
６

みんな来てね！

第
９
回
ふ
く
ふ
く
講
座

平
成
30
年
度

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
性
の
多
様
性
入
門
講
座

「
周
り
と
違
っ
て
も
大
丈
夫
！
」

あなたを支える
人がいます
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お茶を飲みながら、
ぎのわんの歴史を
のぞいてみませんか？ 175

ぎ
の
わ
ん
の

〔其の40〕

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
の

遺
跡
研
究
に
お
い
て
画
期
的
な
事
で
、
大

山
貝
塚
は
、
重
要
な
遺
跡
と
し
て
１
９
７

２（
昭
和
47
）年
、
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

文
化
課 

☎
８
９
３-

４
４
３
０

大
山
貝
塚

大
山
貝
塚
は
、
地
元
か
ら「
ミ
ス
ク
ム
ゥ

イ
」と
呼
ば
れ
御
嶽
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
９
５
８（
昭
和
33
）年
に
多
和

田
真
淳
氏
と
別
府
大
学
の
賀
川
光
夫
氏
が

共
同
で
、
考
古
学
の
基
本
的
な
調
査
方
法

で
あ
る「
層
位
学
」を
基
に
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
器
や
か
ん

ざ
し
、
骨
針
な
ど
の
遺
物
が
多
数
見
つ
か

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
土
器
は
、「
大
山

式
土
器
」と
し
て
沖
縄
の
標
準
土
器
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
、
大
山
式
土
器

が
九
州
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
ら
、
そ

の
遺
跡
は
こ
の
時
期
の
遺
跡
で
あ
り
、
文

化
も
九
州
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
を
示
す
こ

き
整
備
が
進
め
ら
れ
た
道
路
は
、
道
幅

４
ｍ
以
上
の
主
要
道
路
が
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
か
つ
て
の
ニ
ュ
ー
普
天
間
通
り
は
、

入
口
に
ア
ー
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

60
年
代
の
ニ
ュ
ー
普
天
間
通
り
の
ア
ー
チ

は
、
普
天
満
宮
の
鳥
居
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

右
下
の
写
真
は
、
現
在
の
ニ
ュ
ー
普
天

間
通
り
で
す
。
ア
ー
チ
は
撤
去
さ
れ
、
閑

静
な
た
た
ず
ま
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎

年
旧
暦
７
月
13
・
15
日
と
８
月
15
日
に
な
る

と
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

写
真
の
奥
に
見
え
る
、
ふ
て
ん
ま
公
園
の

小
高
い
丘
の
下
で「
普
天
間
の
獅
子
舞
」が

催
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
今
で
も
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
昔
と
変
わ
ら
ず
賑
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

市
立
博
物
館 

☎
８
７
０-
９
３
１
７

新
た
な
街
づ
く
り
に
む
け
て

―

ニ
ュ
ー
普
天
間
通
り―

上
の
写
真
は
、
１
９
６
６（
昭
和
41
）年

10
月
18
日
に
撮
影
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
普
天
間

通
り
の
様
子
で
す
。「
茶
ぐ
ゎ
〜
ゆ
ん
た
く
」

１
６
４
号
で
紹
介
し
ま
し
た
新
開
通
り
と

同
様
に
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
が
敷
か
れ
て
通
行
し
易
く
な
り
ま
し

た
。
本
市
は
１
９
６
２（
昭
和
37
）年
に
市

に
昇
格
し
た
後
、
都
市
計
画
が
進
め
ら
れ
、

同
時
に
市
民
の
生
活
に
直
結
す
る
既
設
の

道
路
整
備
も
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

◀ニュー普天間通り
1980年代

▶現在のニュー普天間
通り
2018（平成30）年

▲ニュー普天間通り 1966（昭和41）年
この年に舗装工事が竣工しました

▲大山貝塚（ミスクムゥイ）
大山の「ジミー」の裏手の坂道を登りきった
ところにあります

▲大山貝塚出土の装身具等
沖縄県立博物館・美術館所蔵

▶
大
山
式
土
器

深
鉢
と
呼
ば
れ
る
縦
長
の
器
で
、
煮
炊

き
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヘ
ラ
状
の
工
具
で
横
方
向
に
押
し

引
く
文
様
が
特
徴
で
す
。

土
器
は
、
宜
野
湾
市
立
博
物
館
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
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10月20日（土）・21日（日）の2日間、
宜野湾トロピカルビーチにて「トロパ
2018」が開催されました。
宜野湾の夏を締めくくるビーチミュー

ジックイベントとして5回目となる今回は、
宜野湾市飲食業組合によるバルスタイル
のお洒落で美味しい料理が並ぶ「宜野湾
バル」や、夕暮れ時には様々なアーティ
ストによるミュージックイベント、更に
フィナーレでは花火が夜空を彩り、会場
となったトロピカルビーチは大いに賑わ
いを魅せました。

陽気な音楽とおいしい食事に

　　いろんな笑顔、みんなの「トロ
パ」！！陽気な音楽とおいしい食事に

　　いろんな笑顔、みんなの「トロ
パ」！！
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9 24

－ 市の動きやまちの出来事をお届けします！－

こみゅにてぃ 見  聞  録

宜野湾市のいろいろな話題

ファラオ我如古店よりお米の贈呈
こどもの居場所へお米をお届け！

ファラオ我如古店と、同店を運営するエルスペースグ
ループの皆さまが我如古区こどもの居場所を訪れ、松田
朝仁自治会長へお米３袋を贈呈しました。同グループで
は、毎月１回チャリティイベントを開催し、得られた収
益金の一部からお米を県内のこども食堂やこどもの居場
所へ寄付しています。松田自治会長は「このお米でさら
に地域の子ども達が元気に成長すると思います」と感謝
の言葉を述べました。

交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付
け、交通事故防止の徹底を図ることを目的に、秋の全国
交通安全運動宜野湾地区出発式が、市中央公民館にて行
われました。若竹保育園の園児によるアトラクション、
市内交通安全関係機関からの挨拶の後、交通事故のない
平和で住みよい社会を願い、市婦人連合会の前田美恵子
会長による交通安全宣言がなされました。

秋の全国交通安全運動出発式
「良いお手本  なれる自分が  カッコイイ」

10月１日から全国一斉にスタートする「赤い羽根共同
募金運動」の出発式が市役所玄関前にて行われました。
同運動は、地域の多様な課題に取り組む為、『地域から
孤立をなくそう～みんなが社会の一員として包み支え合
うしくみづくり～』をテーマに目標金額に向け活動を
行っていきます。柏田吉美会長は「貧困問題解決を含め、
様々な福祉活動が充実していくよう頑張っていく」と決
意を語りました。

「赤い羽根共同募金」出発式
誰もが安心して暮らせるまちづくりへ

旧暦の８月15日（十五夜）に、市指定無形民俗文化財である獅子舞いが両地区で行
われました。五穀豊穣や子孫繁栄を願い、三線や太鼓に合わせ勇壮に舞う獅子舞いは、
集まった観客を魅了しました。また、大謝名地区では豊年祭も同時開催され、子ども
会エイサー、婦人会や老人クラブの踊りなど多彩な演目も披露され、大いに盛り上が
りました。

普天間地区・大謝名地区獅子舞い
地域の厄払い、健康や子孫繁栄を祈願

◀
普
天
間
の
獅
子
舞
い

◀
大
謝
名
の
獅
子
舞
い
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第54回沖縄県身体障害者スポーツ大会に出場
力を発揮し、メダルを11個獲得しました

地域の子どもたちへ遊具の寄贈
地域への感謝と子どもたちの健やかな成長を願い

学校と保護者・地域住民等が力を合わせて学校の運営に取
り組む地域協働学校（学校運営協議会制度）に、はごろも小学
校と宜野湾中学校が導入モデル校に指定され、第1回はごろも
小学校運営協議会が行われました。同協議会は教職員、保護者、
地域住民、学識経験者等で構成され、学校運営に当事者とし
て参画することで学校と地域の連携・協働体制をより効果的
に推進し、地域ぐるみで子どもたちを育むことを目的として
います。本制度は、今後、市内全小中学校に導入予定です。

第54回沖縄県身体障害者スポーツ大会が、
県総合運動公園や鏡が丘特別支援学校で開催
されました。今大会は、陸上競技が台風接近
のため中止となりましたが、フライングディ
スク競技やアーチェリー競技などに宜野湾市
福祉地区（奥間朝彬団長）から25人の選手が
エントリーし、金メダル６個、銀メダル３個、
銅メダル２個を獲得しました。　

９月１日（土）　フライングディスク競技

９月15日（土）　卓球・水泳競技

９月23日（日）　アーチェリー競技

生涯スポーツフェスティバル開催
「いつでも、どこでも、いつまでも」を合言葉に

10月7日（日）と8日（月）の2日間、市立グラウンドや海
浜公園内施設において、生涯スポーツフェスティバルが開
催されました。体力測定やテニス教室、ラグビー教室等が
行われ、ダッシュ大会では、世界マスターズ400mリレー
金メダリストの譜久里武氏を講師に迎え、児童たちへ速く
走るコツを学ぶ、かけっこ教室も行われました。

サンフティーマの管理・運営を行っている（株）ティ・
エム・オ普天間（與那嶺務代表取締役社長）が、普天間幼
稚園へ三輪車と紙芝居、普天間第二幼稚園へフットサル
用品、音楽あそびグッズなどの寄贈を行いました。與那
嶺社長は「たくさん遊んで丈夫な体をつくり、たくさん
学んで賢くなってください」と語り、園児からは感謝の
気持ちを込めて、歌や踊りが披露されました。

第1回  はごろも小学校運営協議会開催
「地域とともにある学校」を目指して

こみゅにてぃ  見  聞  録
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第12回はごろもウォーキング大会開催
ウォーキングで心も体もイキイキと！

県保健医療福祉事業団助成事業や市健
康づくり推進員のご協力のもと、第12回
はごろもウォーキング大会（はごろも
ウォーク2018）が開催されました。今回
は、市海浜公園周辺のオーシャンビュー
コース約4.5㎞を約400人の参加者が歩
き、さわやかな秋晴れのもと、気持ちの
いい汗を流しました。市立体育館に設置
されたゴールでは、食生活改善推進員に
よる手作りのおにぎりや協賛企業から提
供いただいた飲み物が配られました。

市立体育館にて健康づくり市民大会が開催されました。
今回はパネル展や身体のバランスを測るインボディーなど
健康をテーマにしたブースだけでなく、スポーツ吹矢やス
ラックラインといったニュースポーツを市スポーツ推進委
員などが紹介し、来場者は普段体験することの少ない競技
に触れました。また、東京医科大学の菊池宏幸氏による公
開講座も開催され、健康に対する知識を深めました。

対外発信力を有し、将来を担う人材を招へいおよび派遣する『カケハシ・プロジェクト（KAKEHASHI Project）』の一環で実施さ
れる「アメリカで沖縄の未来を考える」（TOFU：Think of Okinawa’s Future in the U.S）プログラムは、沖縄の将来を担う高校生・
大学生を米国に派遣し、関係者との意見交換や各種視察等を通じ、語学としての英語力向上を図るとともに、英語を用いて様々な
分野について学ぶ教育機会を提供することを目的としています。昨年度は市在住の学生3名を、平成
30年3月14日から3月21日の8日間、米国（ワシントンDC、ニューヨーク他）へ派遣することが出来
ました。プログラムへの参加をご希望される場合は、参加条件をご確認の上、応募申込書に必要事項
を記載し、基地渉外課までご提出ください。

派遣期間　平成31年3月予定（6泊8日予定）   　派遣先　米国（ワシントンDC、ニューヨーク他を予定）
参加条件　派遣時に高校生・大学生およびそれに準ずる教育機関に在学している者（年齢25歳以下）

※参加条件は他にもございます。詳細は募集要項でご確認ください。
費用　基本的は公費負担、ただし東京までの旅費およびパスポート取得費用などは参加者負担。
応募締切　平成30年12月17日（月）
応募申込・お問合せ　基地渉外課  ☎893-4411（内線310）　mail：kichi02@city.ginowan.okinawa.jp
※募集要項、日程案、応募申込書等詳細については、市ホームページをご確認ください

10月4日（木）、宜野湾市議会定例会が開会され、
新議長に上地安之氏、副議長に平良眞一氏が選出さ
れました。上地議長は「市民の代表として、市民が
納得のいく議会、信頼される議会、透明性のある議
会を目指して取り組んでいきたい」、平良副議長は
「議長を支え、議会の運営に尽力してまいりたい」
と議会運営について意気込みを語りました。

健康づくり市民大会
『運動』みんなで楽しくニュースポーツ体験！

◀
平
良
眞
一
副
議
長

◀
上
地
安
之
議
長

新議長に上地安之氏、
副議長に平良眞一氏が就任！

よーい、ドン！

平成30年度「対日理解促進交流プログラム」カケハシ・プロジェクト（米国）
「アメリカで沖縄の未来を考える」（TOFU）プログラム（高校生 / 大学生）

外務省による米国への派遣プログラム実施のご案内

▲昨年度の米国政府関係者、シ
ンクタンク関係者等との意見
交換の様子

こみゅにてぃ  見  聞  録
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野
湾
市
の
中
心
に
位
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す
る
普
天
間
飛
行
場

　
　

は
、
そ
の
危
険
性
ゆ
え
に
日
米
両
政
府
に
お

い
て
返
還
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
合
意
後
20

年
以
上
経
っ
た
今
な
お
返
還
は
実
現
さ
れ
て
お
ら

ず
、
市
民
は
航
空
機
事
故
の
危
険
性
や
騒
音
等
の
被

害
を
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い
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
普
天
間
飛
行
場
は
、
東
ア
ジ
ア
と
の
中
心

に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
特
性
と
面
積
約

４
７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル（
東
京
ド
ー
ム
約
１
０
０
個
分
）

と
い
う
大
規
模
性
に
よ
り
、
そ
の
跡
地
利
用
は
沖
縄

振
興
の
発
展
は
も
と
よ
り
日
本
経
済
の
起
爆
剤
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
数
が
３
０
０
万
人
に

達
す
る
な
ど
、
沖
縄
が
今
後
ま
す
ま
す
国
際
化
す
る

な
か
で
、
人
材
育
成
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
宜
野
湾
市
の
場
合
は
返
還
が
実
現

し
て
い
な
い
普
天
間
飛
行
場
が
一
番
の
課
題
で
す

が
、
返
還
後
に
お
い
て
も
跡
地
利
用
に
必
要
な
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

た
基
地
跡
地
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

宜
野
湾
市
で
は「
普
天
間
未
来
基
金
」（
平
成
29
年
７

月
）を
創
設
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

よ
り
同
基
金
の
寄
附
を
活
用
し
、
市
内
中
学
生
を
米

国
へ
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。
国
際
的
な
視
野
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
本
事
業
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子どもたちはまちの未来を担う宝もの

普天間未来基金
普天間未来基金は、米軍基地の返還後の跡地利用に伴う
将来の財政需要に備えるとともに、大きな可能性を秘めた
基地跡地というフィールドにおいて未来を担う人材の育成
に活用すること等を目的として創設された基金です。

宜野湾市では、一日も早い

普天間飛行場の返還を実現するとともに、

普天間未来基金を通じて、

将来の宜野湾市の発展につながる

基地跡地利用の推進に向けて

皆さまのお力添えを募っています。

Message　市長からのメッセージ

市長　松川正則

宜
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世界で活躍する子どもたちの未来をつくる
市においては、これまでも市内中学生を対象とし
た海外短期留学を実施してきましたが、一部自己負
担があるために留学をあきらめるケースがありまし
た。そこで、本事業を普天間未来基金の使途にある「基
地跡地の未来を担う人材育成に係る事業」として位置
付け、ふるさと納税による寄附を募ることとしまし
た。寄附による支援を通じて自己負担ゼロが実現さ
れることにより、現に基地からの騒音等に悩まされ
ている市内全ての中学生に経済的負担がなく、平等
に海外留学のチャンスを与えることができます。本
事業は寄附者が寄附をしやすい仕組みとするため、
より具体的な事業としてプロジェクト化する「ガバメ
ントクラウドファンディング」という手法により寄附
を募っています。

〈寄附の方法〉
・インターネット（パソコン、携帯）からの申込み。

URL：https://www.furusato-tax.jp/gcf/434
右記のバーコードからも入れます。

・市役所窓口にて申込みも可能。

〈支払方法〉
・クレジット決済　　・郵便振替
・金融機関での口座振込
・県内金融機関限定で納付書での納付

ガバメントクラウドファンディング実施期間：
平成30年10月15日～平成31年1月15日

7月22日

7月23日～
7月26日

7月26日～
8月16日

8月17日

出 発

帰 国

ワシントンDC滞在

シアトル滞在

　今年度は7月22日より、夏休み期間を利用して、
市内の中学生を米国のワシントンDCとシアトルに約
4週間派遣する事ができました。ワシントンDCでは、
日本国大使館や米国務省、ホワイトハウスなどを訪
問し、杉山在米日本国大使やチャン国務次官代理代
行と面談するなど通常の留学にはない貴重な経験を
することができました。また、面談等を通じて生徒
たちは、外交や日米関係について学ぶとともに、大
使らへ積極的に仕事に関する質問を行い、また、自
分の将来の夢を語りました。

面談の中で、杉山大使、チャン国務次官代理代行共
に、「英語を勉強する事は大事。英語を話せると世界
が広がる」という事をおっしゃっていました。実際に
世界で活躍している方の話を聞くことが出来て、生徒
たちの良い刺激となったと思います。シアトルでは、
現地の学生との交流などを通して、現地の文化理解が
深まり、留学前と比べて、生徒たちの英語力の向上も
見られました。帰国後の報告会では、生徒たち自ら現
地での体験と感想を英語で発表するなどの成長も見ら
れました。

「普天間飛行場跡地利用推進」
人材育成プロジェクト

▲杉山在米日本大使との対談

市内中学生の海外短期留学支援

今年度の留学のようす

留学の日程

市内中学生の海外短期留学支援
に対する皆さまのご支援を
よろしくお願いします。
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Health  And  Welfare  News

宜
野
湾
市
役
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問
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せ　

□申 …
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し
込
み
先

健
康
・
福
祉

募
集
・
お
知
ら
せ

□問 保健相談センター  ☎898-5583

☆住み慣れた地域で、ご
自分とご家族の「これから」
を一緒に考えましょう☆
市では、各自治会で『在宅医療・

介護連携に関する講座』を順次開催
しております。年齢を重ねても住み慣
れた地域で自分らしい生活を最期まで
送れるようにするために必要なことは
何か、ご自身とご家族の「これから」を
考える機会にしてみませんか。ぜひ
一緒に考えましょう！
医師や専門職による「絶対ためにな

る」ミニ講話も合わせて行います。各
自治会関係者の皆様、ぜひお問い合
わせください！
※日時や場所、講義内容等は事前に
相談し、ご希望に合わせて決めるこ
とが可能です。講師は内容に合わせ
て医療機関スタッフ（医師および栄養
士などの専門職）と調整致します。

□問 介護長寿課　内線 582

「地域でがんばる仲間たち」
パネル展開催
12月9日の「障害者の日」にちなん

で、「共に生きる社会」、「誰もが自分
らしく、安心して暮らせるまち」をめざ
し「第16回地域でがんばる仲間たち
パネル展」を開催します。当日は、市
内で活動している団体等の紹介や即
売会等を予定しています。多くの皆さ
まのご参加をお持ちしています。
日時　12/3（月）～12/7（金）

9：00～17：00
場所　市役所1階　玄関ロビーおよ

び市民ギャラリー、玄関前

□問 障がい福祉課　内線 164・467

母子保健推進員募集
子育て経験を活かし、お母さんと

赤ちゃんが安心して暮らせるようサ
ポートする「母子保健推進員」を募集
しています。
対象　市内在住で、子どもが好きな方
募集人数　普天間2区・伊佐地区・真

志喜地区・真栄原地区
任期　2020年3月まで
活動内容
①市の母子保健事業のお手伝い
（乳幼児健診で身体測定と記入など）
②毎月の定例会出席など
③健診未受診者宅への訪問による受
診勧奨
④こんにちは赤ちゃん事業の訪問活動
（市のサービス紹介や子育てのアドバイス）
活動日　①②あわせて月1～3回程度
③④はご自身の時間内で調整

□問 保健相談センター  ☎898-5583

12月健康カレンダー

9:00～11:00
13:00～14:45
13:15～14:00
13:15～14:45
13:15～14:00
9:30～10:30

時間等はお問い合わせください

13:30～

13:30～

13:00～15:00
9:00～11:00

受付時間母子関係の健診・教室
（場所：保健相談センター）

健康相談 受付時間

6日（木）・20日（木）
13日（木）
5日（水）・19日（水）
4日（火）・18日（火）

26日（水）
4日（火）・11日（火）・
18日（火）

毎週 月・火・金曜日（祝日を除く）
毎週 火・水曜日（祝日を除く）

16日（日）

21日（金）

ふたば母子健康相談
マンマン教室
（離乳食教室）
のびっこ親子教室
こうのとり倶楽部
（両親学級）

保健相談
センター

乳児一般健診

１歳６カ月児健診
２歳児歯科検診
３歳児健診

メタボ予防運動教室
運動の基本を学びませんか？
日時　①12/5（水）10:00～11:00

②12/14（金）14:00～15:00
※15分前までに受付。

場所　保健相談センター
対象　市内在住で、運動制限のない方
持ち物　動きやすい服装、室内シュー

ズ、飲み物
参加費　無料（当日受付）

□問 保健相談センター  ☎898-5583

『ウォーキングday』
～みんなで歩いて脂肪燃焼～
日時　毎月 第 2・4月曜日　9:00～
※12月は24日が公休日の為、10日のみ開催
場所　いこいの市民パーク 管理事務所 東屋
対象　市内在住で運動制限のない方
内容　ストレッチ・美らがんじゅう体操・
1時間程（約4km）のウォーキング
※帽子、飲み物をご持参ください。
※荒天の場合は中止します。

□問 保健相談センター  ☎898-5583

ウォーキング＆スロージョ
ギング®教室
有酸素運動の効果的な取り組み方

について学びませんか。どなたでもお
気軽にご参加ください。
日時　12/2（日）　10：00～12：00
場所　市中央公民館　集会場
定員　50人（先着順）
対象　市内在住または在勤で運動制

限のない方（年齢不問）
受講料　無料
募集期間　11/19（月）～11/30（金）
申込方法　電話または窓口にて受付

□問 保健相談センター  ☎898-5583

『水中スリムアップ教室』受講生募集
水中運動は浮力の働きで陸上より

膝や腰に負担をかけずに取り組むこと
ができ、脂肪燃焼にも効果があります。
『水中スリムアップ教室』に参加して健
康づくりをしませんか？
日時  H31/1/8～3/5  10：30～12：00
（毎週火曜日／全9回）

場所　ＪＳＳスイミングスクール沖縄中央
※1/8のみ保健相談センターで開催
定員　20人（抽選）
対象　市内在住で、40歳～64歳ま

で（H30/4/1現在）の方で下
記の3つに該当する方

①平成29年4月以降に特定健診また
は人間ドックを受診し、健診結果を
提出できる方
②医師からの運動制限のない者
（場合によっては医師からの意見書
を提出していただくこともあります）
③原則として教室全日程に参加できる方
受講料　無料
募集期間　12/3（月）～12/21（金）
受付方法　電話または窓口で受付後、

健診結果を保健相談セン
ターへご持参ください。

□問 保健相談センター  ☎898-5583

インフルエンザ予防接種が
始まっています！！
65歳以上の方には接種費用を一
部助成しています。助成対象者の方
へは、通知書を発送しています。
助成対象
市内在住で、満65歳以上の方
期間　H31/2/28まで
接種場所　指定医療機関
※事前に電話にて予約してください
費用　1,000円
（生活保護を受給されている方は無料）
　60歳以上65歳未満の方であって
心臓等に重い障害がある方も、助成
対象となる場合があります。かかりつ
け医へご相談ください。
インフルエンザ予防対策について
①手洗い・うがい / ②咳エチケット
③十分な睡眠（休養）とバランスのと
れた栄養摂取 / ④適度な湿度の保
持 / ⑤人混みや繁華街への外出を控
え、やむを得ず外出する際のマスク着
用 / ⑥予防接種を受ける

□問 保健相談センター  ☎898-5583
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＊受診券を紛失された方は再発行も可能です。ご希望の方は、市保健相談セ
ンターまでご連絡ください。
＊受診期間終了日が近付くにつれ、予約が取りづらくなります。ご予約はお早めに！

①1/13（日） 市役所　②1/26（土） 市立体育館
＊受診には事前予約が必要です。集団健診の2週間前までにお申込みください。
＊人間ドックを希望される方、またはすでに受診された方は対象外です。

【大謝名】児童センター  TEL・FAX897-4117

【赤道】児童センター  TEL・FAX892-3397

【大山】児童センター  TEL・FAX890-0015

【新城】児童センター  TEL・FAX892-8888

【我如古】児童センター  TEL・FAX897-6767

【長田】児童館  TEL・FAX892-3330

は（申込制）

一輪車検定
オセロ大会
バドミントン大会
クリスマスかざり作り
大掃除＆年越しそば

赤道児童センターまつり
シネマあかみち
ガーデニング
クリスマスパーティー
大掃除＆年越しそば

センターまつり
折り紙教室
しぎん紙芝居教室
大掃除＆軽スポーツお楽しみ会

クリスマス制作
年賀状つくり
クリスマス会
クッキング
冬の大掃除＆お楽しみ会

伝承あそび

ぬりえコンテスト表彰式
ピッカピッカ大作戦＆年越しそば

お手玉教室
読み聞かせ
クリスマス会
映写会
合同大掃除＆お楽しみ会

ぬりえコンテスト

時間 （我如古のみ ）
野嵩１区
野嵩３区
普天間１区
普天間３区
宜野湾

我如古
真栄原
嘉数
真志喜
嘉数ハイツ

□問 赤道児童センター  ☎892-3397

人間ドック 乳がん検診乳がん検診 受診券が使える
（補助がうけられる）

のは１月末まで！

特定健診とがん検診を同時に
受けられる集団健診は今年度最後！

問合せ　保健相談センター　☎898-5583

集団健診のお知らせ健健

がん検診 子宮頸がん検診子宮頸がん検診

　宜野湾市健康づくり応援店では、市内の飲食店等でメニューの栄養成分
表示を行い、利用者が健康を意識してメニューを選択することができるよう
情報を提供しています。
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赤道老人福祉センター教養講座（後期1月～）のお知らせ
場所　赤道老人福祉センター
受講期間　平成31年1月から全10回（公休日を除く）
申込期間　12/3（月）～12/14（金）　9：00～16：00
申込方法　赤道老人福祉センターへ直接申込

（応募多数の時は抽選、当選者のみハガキで通知）
※ただし「オカリナ」のみ先着順（楽器注文の為）。オカリナ購入希望者は申込時
に6,500円支払い
※電話および本人以外の申込は受付不可

□問 赤道老人福祉センター　☎893-6400

放課後クラブ（学童クラブ）の利用料の一部を助成します！
対象者　市に住所があり、放課後児童クラブを利用している児童の保護者で、

次に該当する世帯。
①児童扶養手当または母子および父子家庭等医療費助成受給者
②生活保護を受けている世帯
③市町村民税非課税世帯
④市町村民税の所得割が48,600円未満の世帯
（本市の保育料第3階層に相当する世帯）
⑤その他市長が認める世帯
※③・④に関して、各年度4・5月は前年度の課税（非課税）状況を、6月～3月は
当該年度の状況により決定。
助成金　放課後児童クラブの利用児童1人につき、平成30年4月利用分以降で、

支払ったひと月あたりの利用料から5,000円を控除した額を対象とし、①
～③は5,000円を上限に、④・⑤は3,000円を上限に助成します。

※助成金の対象となるもの（利用料＋おやつ代）※入会金、傷害保険料、延長
保育料、行事費、教材費その他の保護者負担金は除く。
申請　以下の書類等を持参し、こども企画課の窓口にて申請。利用後、複数月

分をまとめて申請可能。（助成金は口座に振り込み。）
①申請書（こども企画課窓口に設置またはＨＰでダウンロード可能）
②利用料を支払ったことを証明する書類（領収証、月謝袋の原本等）
③印鑑（シャチハタ不可）
④通帳またはキャッシュカードの写し
※利用月の翌月から数えて1年を過ぎると申請できなくなりますのでご注意くださ
い。3～4ヵ月に1度は申請するようお願いします。
受付日時　8：30～11：45、13：00～17：00（土日・祝日は除く）

□問 こども企画課　内線 461

平成31年度宜野湾市放課
後児童クラブ員（学童）募集
対象児童　市内に在住し小学校に就
学している児童で、保護者の労働、
疾病等により、昼間家庭において適
切な保護が受けられない児童。
育成時間　小学校の下校時から

18：00まで（送迎なし）
ただし、小学校の休業期間（夏、冬、
春期）は8：30～18：00まで
※休館日（第 2・4 土曜、日曜、祝日、
慰霊の日、その他市長が認めた日）
定員　大山児童センター　（22人）
　　　新城児童センター　（22人）
　　　我如古児童センター  （23人）
　　　長田児童館　　　　（25人）
利用料　1人につき 月額5,000円
申込用紙配布期間
10/15（月）～11/10（土）
申込用紙受付期間
11/5（月）～11/22（木）
配布・受付時間　10：00～18：00
希望の各児童センターで配布・受付
します。郵送は不可。
※受付期間を過ぎると、平成31年4
月1日入所の対象にはなりません。
※入所決定は申込書の先着順ではあ
りません。
※申込者が定員を超えた場合、就労
や家庭状況等により保育の必要性
を勘案し、選考を行います。

□問 大山児童センター　☎890-0015
新城児童センター　 ☎892-8888
我如古児童センター ☎897-6767
長田児童館　　　　☎892-3330

RUN伴（ランとも）は、今まで認知
症の人と接点がなかった地域住民と、
認知症の人やその家族、医療福祉
関係者が一緒にタスキをつなぎ、日
本全国を縦断するイベントです。
今年も７月に北海道をスタートして、

３７都道府県でタスキをつないだ後、
11月25日（日）に沖縄県へやってきま
す。
お近くを通りましたら、あたたかい

ご声援宜しくお願いします。

□問 RUN伴2018沖縄実行委員会
（一社）沖縄県作業療法士会
☎988-3711

持参するもの

三線
台紙、タッパー（小）・2個、線引
（小）、赤色のボールペン、鉛筆、
洗濯ピン（2個）
オカリナ・アルトＣ管
持っていない人は申込時に注文、
前払い￥６,５００
（POPOLO・アルトオカリナ）

月
( 初回1月7日）

火
（初回1月8日）

水
（初回1月9日）

木
（初回1月10日）

金
（初回1月11日）

時間
11：00～13：00
13：00～15：00

９：00～11：00

９：00～11：00

教材費等
無 料
100円

無 料

5,336円

講座名
社交ダンス
レクダンス

古典音楽（三線）

ちぎり絵

オカリナ

カラオケ

パッチワーク

生け花

ソーイングセット

剣山、ハサミ、花器10：00～12：00 毎回1,500円

15：00～17：00

11：00～13：00

11：00～13：00

100円

100円

3,500円

15

30

20

10

定員
40
16

20

10

RUN伴（ランとも）
2018沖縄のお知らせ

出発時間

14:00

距離

約2.4ｋｍ

スタート地～経由～ゴール地
宜野湾市民図書館～（国道
330号経由）～長田交差点～
沖縄国際大学

宜
野
湾
市
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「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
国民年金保険料（今年の1月1日から12月31日までに納付した保険料）は、平成

30年分の所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象です。

(注)平成30年1月1日から10月1日までの間に国民年金保険料を納付された方
へ「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を11月上旬に日本年金機構
から送付する予定としていますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの
証明書（または領収証書）を添付してください。ただし、9月下旬から10月上
旬にかけてコンビニエンスストアで国民年金保険料を納付された一部の方へ
は、11月中旬に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付する予
定としていますので、ご承知願います。また、平成30年10月2日から12月
31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、
翌年の2月上旬に送付する予定としています。

・生計を同一にするご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社
会保険料控除に加えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書
を添付のうえ申告してください。

□問 ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004（ナビダイヤル）
050から始まる電話の場合　☎03-6630-2525
受付期間：平成30年11月1日（木）～平成31年3月15日（金）

※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日～1月3日はご利用い
ただけません。

受付時間：月曜日～金曜日  8:30～19:00、第2土曜日  9:00～17:00

１１月30日は年金の日！
年金記録や将来の年金受給見込
額を確認し、未来の生活設計につい
て考えてみませんか。「ねんきんネット」
をご利用いただくと、いつでもご自身
の年金記録を確認できるほか、将来
の年金受給見込額について、ご自身
の年金記録を基に様々なパターンの
試算をすることもできます。「ねんきん
ネット」については、日本年金機構の
ホームページでご確認ください。

□問 ねんきんダイヤル
☎0570-058-555（ナビダイヤル）
日本年金機構（ねんきんネット）
ホームページ
httpｓ：//www.nenkin.go.jp/n_net/

11月・12月は県税・市町
村税の徴収強化月間です！
県税事務所と県内全市町村で税金
徴収強化のため、預金・給与、不動
産等の差押え、自動車のタイヤロック、
自宅等の捜索による差押えなどの滞
納処分を集中的に実施します！税金
は納付期限内に納めましょう！

平成29年度徴収強化月間の実績
・預金等差押：236件
・不動産差押：10件
・自宅等の捜索：17件

～納税にお困りの方は
早めにご相談を～

失業などのやむを得ない事情や、本
人や家族の病気などにより納付が困
難な方は、随時納税相談を受け付け
ておりますのでご連絡ください。

□問 納税課　内線 246～257

い い 　　　みらい

マイナンバーカードの申請の補助を行います！
11月1日より、市役所市民課窓口にてマイナンバーカードの申請に必要な顔写

真を無料で撮影し、申請のお手伝いをするサービスを開始しています。申請方法が
よく分からない方や写真を用意するのが大変な方など、お気軽にご利用ください。
受付時間・場所
平日　8:30～11:00、14:00～17:00
市民課3番窓口  ※最大30分程度かかります
※予約は不要ですが専用端末は数に限りがありますので、混雑状況によりお待ち
頂く場合がございます。時間に余裕を持ってお越しください。
必要書類
①本人確認書類（運転免許証・パスポート・保険証等）
②個人番号カード交付申請書 兼 電子証明書発行申請書
※申請書を紛失された方は上記の身分証を確認の上、
窓口にて新しい申請書を発行します。
補助内容
①顔写真の撮影  ※撮影した写真は申請後消去します。
②オンラインによる申請
窓口で撮影した写真を使用して専用端末で申請を行います。職員が代わりに申請
を行いますので、難しい操作を行う必要はありません。申請後、1ヵ月～1ヵ月半
程度でマイナンバーカード受取についての通知（はがき）を送付しますので、必要
書類をご持参の上ご本人が受け取りをお願いします。
【注意！】
専用端末で撮影する写真は、スマートフォンや写真館で撮影する写真よりも画質
が劣りますので、あらかじめご了承ください。また、万が一申請に不備があった場
合は、再度申請が必要になります。

□問 市民課　内線 184・544

▲実際に差押えたバイク
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宜野湾市入札参加資格審査
申請についてのお知らせ
平成31・32年度の市が発注する
建設工事、測量等建設コンサルタン
ト業務に係る競争入札参加資格審査
申請について、次のとおり受付いたし
ます。なお、平成31年度の役務、物
品の製造および購入等に係る競争入
札参加資格審査申請についても追加
受付いたします。
受付期間
H31/１/７（月）～１/31（木）まで
（土日・祝日を除く）
受付場所
契約検査課（市役所本館 3階）
申請書類の配布等
提出要領は12/10（月）から上記受付
場所にて配布および市ホームページ
に掲載します。

□問  契約検査課　内線428

12月1日、全国で住生活
総合調査が行われます
この調査は、住生活基本法に基づ

く住生活の安定・向上に係る総合的
な施策を推進する上で必要となる基
礎資料を得ることを目的としています。
今回は10月に実施された住宅・土地
統計調査に回答いただいた世帯の中
から一部を選び、全国で約12万世
帯うち宜野湾市は210世帯を対象に
行います。
11月下旬からポスティングにより調
査票を配布し、郵送・オンラインによ
り回収しますので、ご協力をお願いし
ます。

□問 ▶住生活総合調査に関すること
国土交通省住宅局住宅政策課
☎03-5253-8111（内線39235）

▶住生活総合調査拡大調査に
関すること
沖縄県土木建築部住宅課
☎866-2418

歳末たすけあい募金配分
新入学用品等
準備支援助成事業
～新１年生が楽しい学校生活を
迎えられるよう支援します～

対象　市県民税非課税世帯で低所
得世帯など経済的理由から学
用品等の準備が難しい世帯で
下記の要件に該当する世帯。
※生活保護世帯は対象外

▶１．ランドセル購入一部助成
（小学生対象）
平成31年4月に市内の小学校、
市外の特別支援学校小学部に
入学する新1年生。　

▶２．学生服購入一部助成
（中学生対象）
平成31年4月に市内の中学校、
市外の特別支援学校中等部に
入学する新1年生。　

助成金額　上限（ひとり）７,０００円
※歳末たすけあい募金の配分で行な
う事業のため、募金の実績、申込件
数により減額となる場合があります。
受付期間　１1/１（木）～１２/２１（金）まで
（８:３０～１７:１５ ※土日・祝日除く）
申込方法
市内保育所（園）・幼稚園・小学校・
市社会福祉協議会で申請書を受け取
り、必要事項を記入のうえ、市社会
福祉協議会へお申込みください。
※決定の可否については、2月中旬
に通知書にてお知らせし、該当す
る世帯へは、2月下旬から3月上旬
に地域の民生児童委員がお届けし
ます。

□問 市社会福祉協議会  ☎892-6525

10月3日より
沖縄県の最低賃金が
762円に改定されました
平成30年10月3日より、沖縄県の
最低賃金は762円になりました。
最低賃金は年齢やパート・学生ア

ルバイトなどの働き方の違いに関わら
ず、全ての労働者に適用されます。
使用者も労働者も、必ず最低賃金を
確認しましょう。

□問 沖縄労働局労働基準部賃金室
☎868-3421
または最寄りの労働基準監督署

2019年の輝かしい新年を迎えるにあたり、市民ならびに各界各層の
皆さまが一堂に会し、「ねたての都市ぎのわん」の大いなる躍進と参加
者各位のご健勝とご活躍を祈願することを目的として、2019年新春の
集いを開催いたします。
多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

問合せ・受付場所：宜野湾市新春の集い実行委員会（秘書広報課 内線 200）問合せ・受付場所：宜野湾市新春の集い実行委員会（秘書広報課 内線 200）

日時　1月8日（火）18：00～20：00

場所　ラグナガーデンホテル（羽衣の間）
チケット販売・パンフレット広告申込期間
11月1日（木）～11月30日（金） 9：00～17：15（平日のみ）

チケット代金　1枚 3,000 円
パンフレット広告料
Ｓ：10,000円　Ｍ：15,000円　Ｌ：30,000円

※チケット販売は12月 21日（金）まで受付可。
（ただし、パンフレット内参加者名簿への掲載不可）
※当日の参加受付有り

広域交流30周年事業「新庄
まつりの山車行事」開催
中部広域市町村圏事務組合と山
形県最上広域市町村圏事務組合の
広域間姉妹提携30周年記念事業と
して、新庄まつり山車行事が開催さ
れます。
日程　11/24（土）～11/25（日）
24日：沖縄国際カーニバル  オープ

ニングセレモニー・パレード出
演（沖縄市むつみが丘公園～
国道330号～ゲート通り）/ 飾
り山車 / 宵祭りパレード

25日：飾り山車
会場　沖縄国際カーニバル会場内

（沖縄市音市場周辺）

□問 中部広域市町村圏事務組合
☎929-1685

2019 年 宜野湾市2019 年 宜野湾市

新春の集い新春の集い
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宜野湾市防災行政無線放送を電話で確認できます。　　直通専用回線　☎896-2401　※通信料は自己負担となります
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各種講座  受講生募集
【①ビューティーヨガ教室　全10回】
期間　
11/21～1/30  19:30～21:00（毎週水曜）
11/22～1/31  13:30～15:00（毎週木曜）
11/22～1/31  19:30～21:00（毎週木曜）
1/4～3/8  19:30～21:00（毎週金曜）
定員　各35人　　対象　一般女性
受講料　各6,500円
講師　山本　玲子
場所　市立体育館会議室

【②ハワイアンフラ教室　全10回】
期間　1/5～3/9　毎週土曜日
時間　20:00～21:30
定員　25人　　対象　一般男女　
受講料　6,000円
講師　渡邊　強
場所　市立グラウンド会議室

□申・□問 宜野湾市立体育館
（はごろもＰＭパートナーズ）
☎897-2751

～もう一度学びたい方へ～
平成31年度県立宜野湾高
等学校通信制　説明会
本校の通信教育では、週1回の日
曜スクーリングと、平日の自学自習を
主体とした学習形態です。年齢制限
はありません。向学心のある方、もう
一度学びたいという方を歓迎します。
日時　11/25（日）、12/9（日）

16：10～
場所　宜野湾高等学校
内容　通信制の学習の仕方について
※入学願書についても本校ホームペー
ジにて掲載しています。

□申・□問 県立宜野湾高等学校通信制
課程　☎942-2363（9：00
～17：00、金・土曜日、祝
日除く）

普通救命講習Ⅰ受講生募集 
日時　12/11（火）  18：00～21：00
H31/１/15（火）18：00～21：00
場所　市消防本部　二階講堂
内容　心肺蘇生法・ＡＥＤの取扱等
参加資格　中学生以上

（市内在住・在勤・在学）
参加費　無料　　定員　40人
※10人以上の団体から申し込みがあ
れば、職員を派遣して開催することも
可能です。日時や場所のご相談は下
記にて受け付けております。

□問 市消防署
☎892-1199

宜野湾市国際交流協会主催
2018クリスマスパーティ開催 
日時　12/1（土）18：00～20：00
場所　宜野湾市青少年ホーム

（伊佐4-7-14  ☎898-4700）
入場　無料
・飲食、アルコール類は販売となりま
す。飲食前売りチケットを協会事務
局で販売予定（特典付）

□問 宜野湾市国際交流協会事務局
（市民協働推進課内）
☎893-4119

勤労青少年ホーム  平成30年度後期教養講座  受講生募集

場所　勤労青少年ホーム・勤労者体育センター・北谷スポーツセンター（ゴルフ）
期間　12月～3月の全10回　　　
受講料　受付時に、友の会費として500円

※友の会費とは別に教材費・実費がかかる講座もあります。
受付期間　11/4（日）から定員に達し次第締め切り

月曜～土曜  9:00～21:30（火曜日休館）/日曜・祝日  9:00～17:00
※身分証の確認が必要なため、電話での受付不可

受講資格　34歳以下の市内在住または在勤の方。
（職業訓練生、家内勤労者、求職中の青少年含む。学生不可。）

※35歳以上44歳以下の市内在住または在勤の方は、開講の1週間前から受付
開始。
※定員に満たない場合、市外在住の45歳未満の勤労者は開講の4日前から受
付可能。

□申・□問 市勤労青少年ホーム　☎898-4700（火曜日休館 )

講座名
英会話

ベリーダンス
着付け
料理
中国語
バドミントン
フラダンス
ゴルフ

予定教材費 実費
なし
なし
８００円
8,000円
1,000円
2,000円
なし

１日 1,000円

定員
20
20
10
12
20
25
20
15

時間

19：00～21：00

19：30～21：30

19：00～21：00

曜日

月

水

講座名
華道
三線

エアロビクス
陶芸

ピラティス
フットサル
ヨガ

予定教材費 実費
１日 1,000円

なし
なし
土代
なし
なし
なし

定員
20
20
20
20
20
30
20

時間

19：30～21：30

19：30～21：30
10：00～12：00

19：00～21：00

19：00～21：00

曜日

木

金

土
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市報に掲載された方で希望者には、写真を差し上げます。　秘書広報課　内線424まで Ginowan  Information
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中央公民館講座受講生募集
１．開催講座
【体に優しいスイーツとジャム】
～わくわく♪ 楽しい♪ そして美味しい
時間を食卓へ～
日程　12/7・10・14　3回コース
時間　13：00～16：00
内容　パティシエから旬の素材を使っ
た体に優しいジャムやスイーツ作りのノ
ウハウを学びます。素材の組み合わせ
や相性、保存方法なども同時に習得！ 
場所　2階　調理実習室
定員　20人（市内在住または在勤）
材料費　2,500円

【大人の工作】 ～木工職人から学ぶ、
オリジナル作品作り～
日程　12/8・9　2回コース
時間　10：00～16：00
内容　壁掛け時計や額縁などを作り
ます。木の自然な形を利用した自分だ
けの作品を仕上げましょう。
場所　2階　展示室
定員　15人（市内在住または在勤）
材料費　5,000円

【クリスマスのフラワーアレンジ】
～親子で作る♪クリスマス用インテリア雑貨～
日程  12/15　時間  10：00～12：00
内容　アロマが香るソープフラワーを
メインに、キャンドルやオーナメントを
使ってクリスマス雑貨を作ります。飾
り付けの小物を替えればお正月用にア
レンジできます。
場所　2階　集会場
定員　20組（市内小学1～3年生の親子）
材料費　1,000円

2．申込方法
申込期間　11/12（月）～21（水）　

9：00～17：00
※直接来館し申込み（土･日受付可、
火曜日は休館の為、受付不可）
※申込多数の場合は抽選となります。

□問 中央公民館　☎893-4457
（火曜・祝日休館）

博物館市民講座受講生募集！
【軽便鉄道の旅（野外講座）】
　戦前の沖縄で活躍し、「ケービン」
と呼ばれて親しまれた軽便鉄道の線
路跡をたどります。
日時　12/2（日）13：00～16：30　

※受付開始 12：30
集合場所　市立博物館
講師　波平　エリ子

（沖縄女子短期大学 准教授）
定員　25人（事前申込制）
受講料　100 円（保険料として）
申込期間　11/11（日）～11/22（木）
※定員に達し次第、締め切り
受付時間　9：00～17：00

【冬だけど…カエルの話をしよう】
　「春になるとカエルの声が…」という
常識を覆すような、沖縄の冬のカエ
ルたちのくらしを紹介します。
日時　12/9（日）14：00～16：00　

※受付開始 13：30
場所　市立博物館
講師　千木良　芳範

（市立博物館　館長）
定員　50人　　
受講料　無料
申込期間　11/18（日）～12/8（土）
※定員に達し次第、締め切り
受付時間　9：00～17：00

□申・□問 市立博物館　☎870-9317
（火曜・祝日休館）

スロージョギング®教室
参加者募集
ゆっくり走ることで脂肪を燃焼させ、
筋肉に疲労を残さず、長時間運動が
できる体づくりを行います。マラソン
大会にチャレンジする人向けの最適な
内容です！
日時　11/21（水）19：00～21：30

（受付 18：30）
場所　市立グラウンド　

※雨天時は市立体育館
対象　市内に在住、在勤の成人の方

（医師から運動制限のない人）
講師　與儀　俊一（日本スロージョギ

ング協会認定指導員）
定員　30人（先着順）
参加費　無料
申込期間　10/15（月）～11/20（火）
服装　運動できる軽装、運動靴

（雨天時は室内靴）

□申・□問 生涯学習課
☎893-4435

Zenhoren PRESENTS
世界エイサー大会交流祭2018
祈り、感動、交流を世界の仲間と

日時　12/15（土）
開演 11：00（開場 10：30）

場所　市立体育館
実施内容
▶国内外の琉舞団による
創作エイサー演舞会
▶ゲスト：イクマあきら
▶体験型ワークショッ
プ（クラフトパーラン
クーづくり）等
入場料　無料

□問 世界エイサー大会
実行委員会事務局  ☎987-0926
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【市の人口（10月末現在、カッコ内は先月比）】   人口  98,495 人（+60）　男 47,855 人（+37）　女 50,640 人（+23）　世帯数 43,896 世帯（+62）
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平成31年10月  消費税の軽減税率制度が始まります！

12月 市民図書館の催し物
ブックスタート10周年記念。11/24

（土）～12/13（木）の期間、ブックス
タートの取り組みの展示を行うととも
に下記のイベントを実施します。

１．講演会『親子がふれあう読書のす
すめ～数々の発見・成長を楽しみ
ながら～』

講師　代田知子（三芳町立図書館館
長・ＮＰＯブックスタート理事）

日時　12/1（土）  10：30～12：30
場所　カルチャーホール（2階）
定員　60人（要申込み・電話受付可）

２．ブックスタートの実演
日時
▶11/25、12/2、12/9  日曜日　
13：00～15：00

▶11/28、12/5、12/12  水曜日
10：00～12：00

3．ワークショップ（読み聞かせの導入
用おもちゃ作り）

日時　11/25、12/2、12/9
日曜日　10：30～12：30

場所　カルチャーホール（2階）
申込不要・無料

□申・□問 市民図書館　☎897-4646

11月は「指名手配被疑者捜
査強化月間」です。
あなたの近くにいませんか。
指名手配被疑者検挙にご協力を！
どんな小さな情報でもお寄せください。

□問 宜野湾警察署　☎898-0110

説明会日程の
最新情報が
確認できます。

国税庁ＨＰ内特設サイトで
軽減税率制度の概要をチェック！

軽減税率対策補助金について
調べる！（補助金事務局ＨＰ）

ご芳志
ありがとうございました

市社会福祉協議会への寄附者

寄附  (福祉バス購入指定寄附)
■ 町田　宗助様　沖縄市在　5万円
■ 普天間高37期会様　普天間在　2万円

香典返し 
■ 上原　順子様　野嵩在
故　桃原　ハル様　5万円

886-2900

無料法律相談

おきなわ子ども虐待
ホットライン

市民相談

消費生活相談

市民生活課

市民生活課

 
月～金 10：15～17：00

月～金 10：00～17：00

月～金 10：15～17：00
月～金 17：30～翌8：30
土日祝　終日

 
月～金 9：00～17：00
月～金 9：00～16：00
 
水 13：30～16：30
金 13：30～15：30
 
月～金 10：00～16：00
（12：00～13：00は除く）
第3木 13：30～16：30
第4火 13：30～15：30
月～金 10：00～16：00
（12：00～13：00は除く）

 
月～金 9：30～16：00
月～金 9：00～17：00
 
月～金 9：30～17：00

相談日時は
お問合せください

児童家庭課

896-1215

児童家庭課

生活福祉課
896-2020

0570-090-
110
市民生活課

892-4732
893-8859

893-5588

家庭・児童・女性相談
女性相談（福祉・DVなど）
女性（一般）相談
人材育成交流センター
めぶき
家庭児童相談室

福祉相談
生活の困りごと相談
ふれあい相談室  社協
法律相談（要事前予約、予約状況は事前にお問い合わせください。）

市民相談

人権困りごと相談所
不動産無料相談（要予約）

教育相談
青少年サポートセンター
適応指導教室「若葉教室」
職業相談（ふるさとハローワーク）
地域職業相談

行政相談
沖縄行政評価事務所

相談案内  宜野湾市役所  ☎893-4411

市民図書館ガイド（12月）☎897-4646
＜定例おはなし会＞
１階　おはなしのくに
3日（月）  15:30～  としょかんのおにいさん・おねえさん
12日（水）  11:00～  読み聞かせボランティア
19日（水）  15:00～  読み聞かせサークル「ムク」
22日（土）  15:00～  読み聞かせボランティア

２階  展示ホール
8日（土）  14:00～  おはなしの木の会

海浜公園ガイド（12月）☎897-2751

＊主催者の都合により変更やキャンセルになる場合がありま
す。詳しくは、主催者にご確認ください。
＊土日はイベントが多くなり駐車場の混雑が予想されますの
で、ご来園の際はご注意ください。

日　付

1(土)

1(土)

2(日)

3(月)

4(火)

5(水)～7(金)

8(土)～9(日)

15(土)

15(土)・16(日)

16(日)

22(土)～23(日)

22(土)～24(月)

24(月)

25(火)

15(土)・16(日)・
21(金)～25(火)

会　場

体育館

中央広場

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

イベント名

剣道級位審査講習会

総合シングルバドミントン大会

世界エイサー大会交流祭2018

青少年健全育成少年野球教室

日本ハンドボールリーグ
琉球コラソン VS 大崎電気
フリーマーケット
にゃんにゃん譲渡会

日本ハンドボールリーグ
琉球コラソン VS 北陸電力

Ｔリーグ公式戦　琉球アスティ
―ダ VS 岡山リベッツ
Ｔリーグ公式戦　琉球アスティ
―ダ VS 木下マイスター東京

Ｔリーグ公式戦　琉球アスティ
―ダ VS 木下マイスター東京
Ｔリーグ公式戦　琉球アスティ
―ダ VS ＴＴ彩たま

アトムホーム
スタジアム宜野湾

市立グラウンド
多目的広場

アトムホーム
スタジアム宜野湾

沖縄県ミニバスケットボール
冬季大会

第23回宜野湾市
招待サッカー大会
第4回宜野湾地区

ソフトバレーボール大会

ヤングリーグ沖縄大会
第12回安仁屋宗八杯

※その他イベントの詳細は図書館だより、館内ポスター、ＨＰ
などでご確認ください。

市民会館ガイド（12月）
ライブギノワン ※会場は宜野湾市民会館大ホールになります
1（土）
問合せ  生涯学習課　☎893-4433
歳末たすけあい運動　芸能公演
9（日）
問合せ  宜野湾市社会福祉協議会　☎892-6525

開演  15：00

開演  14：00

【入場料】無料

【入場料】1,000円

※催物は主催者の都合により、日付・時間・料金が変更に
なる場合がございます。詳しくは主催者までお問い合わせ
ください。

沖縄国税事務所・税務署
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両日開催
●農産物、農産加工品、料理、盆栽、蘭の展示
●宜野湾市商工部門コンテスト受賞商品展示
●田芋料理試食会および販売
●無料イカ汁配布　●苗木無料配布
●ふれあい動物園
土曜日開催
●ヒージャーオーラセー　●牛乳搾り体験
日曜日開催
●魚つかみ取り競争　
●家畜など（牛・ヤギ）の引付け審査
※プログラムに変更がある場合がございます。

「市民福祉まつり」は、市民の皆さんが世代を超えて、楽しみながら参
加でき、人と人とのつながりやふれ合いをとおし、福祉に対して理解
を深められる場として開催しています。お気軽に皆さんのご参加をお
待ちしています。

日時：　　　月　　　日（金・祝日）
午前１０時～午後４時まで

場所：嘉数高台公園内

※ステージイベントに関しては随時最新情報を市ＨＰ
に掲載いたしますので、こちらをチェック

日時

場所

11/24（土）25（日）
宜野湾市立体育館前広場
および 海浜公園内

10:00～17:00 9:00～17:00

産業まつり産業まつり産業まつり

1111 2323

問合せ：宜野湾市民福祉まつり実行委員会（事務局：宜野湾市社会福祉協議会内）TEL 892-6525問合せ：宜野湾市民福祉まつり実行委員会（事務局：宜野湾市社会福祉協議会内）TEL 892-6525

「市民福祉ま り」は 市民の皆さんが世代を超えて 楽しみながら参

宜野湾市民福祉まつり宜野湾市民福祉まつり

地域の子どもたちによる
ダンス、アーティストライブ
など楽しい催しがいっぱい！

地域の子どもたちによる
ダンス、アーティストライブ
など楽しい催しがいっぱい！

福祉団体・福祉事業所の
手作り製品、食べ物等、
出店内容が充実！

福祉団体・福祉事業所の
手作り製品、食べ物等、
出店内容が充実！

スライムづくりや
ヨーヨーつりなどの遊びや
様々な体験コーナーが充実！

スライムづくりや
ヨーヨーつりなどの遊びや
様々な体験コーナーが充実！

第30回第30回出会い★知り合い

★ふれ合い★

地域支え合い


